
真
実
を
知
る
こ
と
で
、
新
し
い

歩
を
踏
み
出
す
事
が
出
来
る
。

私
は
怒
り
と
涙
で
、
何
度
も
読

み
進
め
な
り
ま
し
た
。

歴
史
に
残
る
渾
身
の
名
著
で
す
。

「
知
ら
れ
ざ
る
真
実
ー
拘
留
地
に

て
」

植
草
一
秀

著

小
泉
内
閣
時
代
の
罪
と
し
て
、

著
書
で
は
次
の
よ
う
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
（
Ｐ
４
６
～
）

■
経
済
政
策
。
深
刻
な
不
況
と
不

良
債
権
問
題
、
巨
大
な
財
政
赤
字
。

三
重
苦
だ
っ
た
と
著
者
は
い
い

ま
す
。
「
改
革
な
く
し
て
成
長
な

し
」
で
は
な
く
、
「
成
長
な
く
し

て
改
革
な
し
」
だ
と
い
い
ま
す
。

■
改
革
の
具
体
的
内
容
。
郵
政
民

営
化
が
改
革
の
本
丸
と
小
泉
内
閣

は
い
っ
て
い
た
が
、
真
の
改
革
は
、

「
天
下
り
制
度
の
全
廃
」
と
著
者

は
い
い
ま
す
。

■
弱
者
に
対
す
る
施
策
。
小
泉
内

閣
は
官
僚
利
権
を
死
守
し
、
弱
者

の
切
り
捨
て
政
策
を
行
っ
た
。
本

来
は
、
弱
者
に
対
す
る
必
要
十
分

な
保
護
が
必
要
と
著
者
は
い
い
ま

す
。

■
外
交
姿
勢
。
小
泉
内
閣
は
米
国

の
イ
ラ
ク
攻
撃
を
閣
議
決
定
し
て

支
持
し
ま
し
た
。

そ
し
て
対
日
直

接
投
資
倍
増
計

画
を
政
策
公
約

と
し
、
政
府
系

金
融
機
関
の
資

金
援
助
し
て
外
国
資
本
に
よ
る
日

本
の
実
物
資
産
底
値
買
い
取
り
を

積
極
的
に
支
援
し
た
。
生
命
保
険
、

損
害
保
険
、
銀
行
等
が
外
国
資
本

の
手
に
渡
っ
た
。
郵
政
民
営
化
は

米
国
の
熱
望
で
す
。
こ
う
い
う
こ

と
を
、
著
者
は
、
小
泉
政
権
が
日

本
国
民
の
利
益
で
な
く
、
米
国
政

府
や
米
国
企
業
の
利
益
を
優
先
し

た
と
著
し
て
い
ま
す
。

■
小
泉
首
相
の
権
力
濫
用
。
メ
デ
ィ

ア
に
強
力
な
権
力
を
行
使
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
、
新
聞

等
）
は
、
本
来
、
歪
ん
だ
現
状
を

批
判
す
べ
き
存
在
な
の
に
、
現
実

に
は
権
力
迎
合
に
入
っ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
著
者
が
失
脚
し
た

の
は
、
り
そ
な
銀
行
の
問
題
で
あ

る
。小

泉
内
閣
が
誕
生
し
て
か
ら
２

年
後
、
竹
中
経
済
相
兼
金
融
相
が
、

日
経
平
均
株
価
指
数
連
動
型
株
式

投
資
信
託
（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
に
つ
い
て
、

「
絶
対
儲
か
る
」
と
い
う
発
言
を

し
、
そ
の
３
ヶ
月
後
に
、
り
そ
な

銀
行
の
救
済
処
理
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。
（
Ｐ
８
５
）

■
り
そ
な
銀
行
を
救
済
し
、
足
利

銀
行
を
破
綻
さ
せ
る
。

◇

◆

◇

◆

小
泉
総
理
大
臣
所
信
表
明
演
説

平
成
13
年
5
月
7
日

『
私
に
課
せ
ら
れ
た
最
重
要
課

題
は
、
経
済
を
立
て
直
し
、
自
信

と
誇
り
に
満
ち
た
日
本
社
会
を
築

く
こ
と
で
す
。
同
時
に
、
地
球
社

会
の
一
員
と
し
て
、
日
本
が
建
設

的
な
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
私
は
「
構
造
改
革
な
く
し

て
日
本
の
再
生
と
発
展
は
な
い
」

と
い
う
信
念
の
下
で
、
経
済
、
財

政
、
行
政
、
社
会
政
治
の
分
野
に

お
け
る
構
造
改
革
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
「
新
世
紀
維
新
」
と
も

言
う
べ
き
改
革
を
断
行
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
痛
み
を
恐
れ
ず
、
既

得
権
益
の
壁
に
ひ
る
ま
ず
、
過
去

の
経
験
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
恐
れ

ず
、
ひ
る
ま
ず
、
と
ら
わ
れ
ず
」

の
姿
勢
を
貫
き
、
21
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
』

総
理
は
官
僚
が
作
成
し
た
所
信

表
明
演
説
の
案
分
を
読
み
、
即
座

に
「
裁
可
」
し
た
。
日
本
凋
落
開

始
の
決
定
的
瞬
間
で
あ
っ
た
。

米
国
に
と
っ
て
は
、
永
年
の
対

日
工
作
が
帰
結
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ

た
。
時
間
を
か
け
十
分
養
殖
し
太

ら
せ
、
一
気
に
奪
い
尽
く
す
の
が

欧
米
の
「
植
民
地
」
政
策
、
有
色

人
種
に
対
す
る
歴
史
で
も
あ
る
。

大
臣
を
支
配
す
る
霞
ヶ
関
官
僚

は
、
国
家
国
民
が
最
優
先
で
な
い
。

省
益
即
ち
己
の
私
利
欲
優
先
が
支

配
し
て
い
ま
す
。

救
世
主
は
誰
か
。
そ
れ
は
自
国

民
。
国
民
の
人
的
品
質
、
パ
ワ
ー

が
勝
負
で
す
。
投
票
に
行
こ
う
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私
達
が
生
き
る
戦
後
の
日
本

社
会
の
す
べ
て
が
、
美
国
（
米
）

の
対
日
国
家
戦
略
の
影
響
下
に

置
か
れ
操
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
シ
ス
テ
ム
（
構
造
）

が
美
国
を
完
全
に
凌
駕
し
、

戦
勝
国
の
プ
ラ
イ
ド
を
深

く
傷
つ
け
ま
し
た
。
美
国
の
最

大
の
脅
威
に
な
り
、
危
機
感
で

対
日
国
家
戦
略
を
真
剣
に
見
直

し
た
の
で
す
。

財
務
省
の
官
僚
主
導
、
美
国

か
ら
毎
年
末
の
「
年
次
改
革
要

望
書
」
で
す
。
も
っ
と
も
安
上

が
り
の
コ
ス
ト
で
十
分
で
し
た
。

「
ゾ
ル
ゲ
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
政
治
権
力
と
メ
デ
ィ
ア

を
支
配
す
れ
ば
、
均
一
国
民
の

操
作
は
実
に
簡
単
で
す
。

「
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
」

こ
れ
が
美
国
の
一
見
最
も
ら
し

い
、
聖
域
な
き
「
構
造
改
革
」

の
戦
略
な
の
で
あ
り
ま
し
た
。

会
計
基
準
の
「
国
際
化
」
や

IT
革
命
、
特
殊
法
人
「
改
革
」
、

セ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
破
壊
は

弱
者
か
ら
出
来
る
だ
け
は
ぎ
取

る
「
弱
肉
強
食
」
ゲ
ー
ム
で
す
。

美
国
の
た
め
に
財
界
、
財
務

省
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ロ
ス

チ
ャ
イ
ル
ド
「
奥
の
院
」
の
洗

練
さ
れ
た
帝
国
主
義
が
一
体
に

な
り
、
明
日
も
従
い
続
け
ま
す
。


